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体の 53.4% を占め，母親で 53.3%，父親で 53.5%
が子どもの育て方について不安があると報告され
ている。また，「子どもとの接し方に自信が持て



























されている (Dozier et al., 2011)。日本でも近年は
健常児をもつ親を対象としたトレーニングが提案
されており，当初は主に小学校 2 ～ 4 年生の親を
対象にしたものが多かったが，思春期や幼児期へ
The present article reviews previous research on the child effect, which refers to the effects of child 
behavior on adult behavior, and discusses the application of the child effect to training programs for parents. 
Previous works were categorized according to parent behaviors affected by child behaviors, both negative 
and positive. The child effect on each of the parents’ behaviors was reviewed. In addition, this paper 
discusses how knowledge from the child effect could be applied to existing training programs for parents. 
Given that child effect studies present methodological difficulties —for example, the problem of controlling 
for child behavior— previous studies are still scarce. To develop parent training, further practical research 
on the child effect should be conducted. 









てたものもある (Salmom, Dittman, Sanders, Burson, 













フ ィ ー ド バ ッ ク し 合 う 手 法 (Harris, Peterson, 






については，主に ( 1 ) 学んだスキルが現実場面で
般化されない， ( 2 ) 養育者が一貫したスキルの実
行に意欲的でないことが挙げられている (Allen & 
Warzak, 2000)。こうした要因は養育者の気質や知
的能力，経済水準などが基となるものであると言
われている (Allen & Warzak, 2000) が，PTで改善
が見られない要因として養育者や環境要因だけで
はなく，子どもの要因に焦点を当てる動きもある 





(Allen & Warzak, 2000)。また，子どもの問題行動
は養育者のストレスや抑うつ，否定的認知に影響


























研究においても見受けられる (e.g., Bell, 1968；




























て い る。 Patterson (2002) は こ う し た 過 程 を
















































































( 攻撃，自傷行為 ) が影響を与えていたわけでは
なく，増加がみられたのは36.4%の養育者のみで
あったという。類似した結果をAddison & Lerman 
(2009) も報告しており，特別支援を専門とする教
員と自閉症児のとの関わりを観察したところ，子




















結果が Berberich (1971) の実験的研究においても
見られている。この研究では，7 名の大学生を対


























































とも含んでいる。 たとえば， 先述の Berberich
Table1　大人の否定的行動に関するChild-Effect研究
??? ???  (?? ) ??? ??????? ?????? ???






Vollmer et al. (2001) 養育者 (11名 ) 問題行動を有する子ど





Sloman et al. (2005) 養育者 ( 5 名 ) 問題行動を有する子ど
も (5 名・7 歳～16歳 ) 叱責 問題行動 観察法
Addison & Lerman 
(2009) 
特別支援の教員 
( 3 名・3 ～ 5
年の経験あり ) 





Miller, Lerman, Fritz 
(2010) 














る。この研究ではサクラとして 11 歳の子ども 4
人に協力してもらい，社会的行動が高い役 (よく
顔を見る，よく笑いかける，アイコンタクトをす









Taylor, & Robinson (1991) は，学校の担任から問
題行動があると言われている子ども 4 名と全く問
題行動がなく協力的な子ども 4 名を一人ずつ組ま
せて 2 人 1 組とした。参加者である 12 名の女子
大学生 (全員，特別支援もしくは対人援助職を進
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??? ???  (?? ) ??? ??????? ?????? ???






Bateｓ  (1975) 大学生 
(48名・
男性のみ ) 












































































































て，Stocco & Thompson (2015) は以下の 2 点を挙
げている。 ( 1 ) 観察研究が中心であり，実験的な
研究が少ない。 ( 2 ) 実験的な研究において生態学
的妥当性が低い。













それが ( 2 ) の生態学的妥当性の低さに繋がってい
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